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昭和5年ミVjs与の御木本、回辺jだ養殖均の風景



田中正男氏の業績

田中正男氏は、明治24年l月10日、東京都文京区本郷金助町72番地に生れ、京

京高等師範付属小学校、中学校を卒業の後、農商務省水産講習所本科養殖科に入

学された。大豆3年同校卒業後直ちに台湾総督府水産課に勤務し前後8年間に豆

って主として養魚の万を担当されたが、真珠養殖に於いては御木本幸吉翁の発明

による「全冠式J(大正8年)から西川氏の「ピ戸ス式」に移行した頃でおった為

御木本真珠の苦難の時代であった事と、祖父に当る田中芳男氏には当時宮内省の

関係から御木本翁が世話になった事等から、水産専門家のIE男氏が技術研究担当

として招聴きれ大正12年に御木本真珠養殖場に入所した。

御木本真珠養殖場に於いては前記の意味からピ{ス式を用いて大いに改良、研

究を為されたが、実際に研究を実地に応用されたのは、昭和2年田辺湾御木本養

殖場主任として転出されてからである。この養殖場は宮田村堅田養殖場と称し藤

田昌世:氏が土佐宿毛に移転された工場跡で、あった。

昭和2年から 5年迄の 3年間、独自の研究により大疎施術を行い最大のもので

は 4分核を挿入し直径14mm、1ケの主主景9分とL、う現在の技術でも至難な大珠

を作られた。

叉この時代の著名な研究としてはアコヤ貝に寄生するヂストマの研究があり、

今日に於いてもこの研究がオリジナJレとなっている。

昭和 5年再び多徳養殖場に主任として移り、御木木の技術、特に男子工員より

女子工員に切りかえる爾期的な政策を実施されたが、同 6年、御木木八重山分場

に出張、主としてクロチョウガイの真円真珠の技術について試験し、従来迄 7mm



位が限度であったがlOmm珠を作る事に成功され、明る?年にはノミラオ分場にも

出張して、同じくクロチョウガイによる黒真珠、大主主真珠の施術について苦心を

重ね、ついに本当の良質黒真珠を作る事に成功された。

昭和16年戦争勃発にともない、養殖場は縮少されたので、御木本田辺海の養殖

場を独立して引きうけたが、戦時統制jによって養殖はi休止し、もっぱら研究に専

念され、昭和21年12月17日同養殖場に於いて病没された。

享年54歳

f台、各地で集められた貝類標本、特にノごヲオのものは1，000除認にとり大部分

は御木本翁に寄贈せられ、現在、御木本ノミ -jレアイランドの貝類館に陳列公開さ

れている。

上文は田中正男氏の/-ト及び田中時子夫人の話ーによる。(文主要・白井)
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冥殊について何か古けとの事である。

そこでいさ Lか旧聞になって恐縮である

が、私が昭和30年に約3ヶ月間旅行したア

メリカカナダの其珠見て歩きを書こう。先

ず桑港からνカコ'へ飛んだ。岡市にはイシ

ベリアノレ ・パーノレ ・νγジケー ト (帝国冥

珠組合)があるので、其処を尋ねるべく 、

教えられた地図を頼りにワパツνュ通りの

大きなピノレに入った。

エレベータに乗ったら紫つ飛ぶ様な早さで19階に到活・したのには度肝を抜かれ

た。組合に行き刺を通じると日本人青年が応援に出て来られた。三重県志摩の

出身で三浦氏 と云い、すでに米国籍も持つ人でゐる。さて居内に入る と、 二世

婦人もi民えた人々が真珠の加工をして居たが、外国でこんな作業を見ょうとは

思っても見なかったので意外だった。

其の夕刻、三浦氏に日本料理を御馳走になり大変お世話になったが、その折

にこんな話も耳にした。米人パイヤーによって日本で?なく程の安値で買た Lか

れた真珠が、この組合で選別、加工され可成りの額で販売されてその利益は大

したものであるら しい。この様な足下を見られた不安定な取引は日本の真珠業

者の将来の為にも心配だと 、三浦氏はしみじみ語って居られた。 νカゴを去っ

てV 'YVナテ大学、ワνγ トンー市のスミソニア γ研究所等を訪問の後ニューヨ

ークへと向った。

エシパイヤステートピノレの71階には日本領事館があった。色々真珠の話をし

て持参した養殖作業のスライドを見せたら大変喜ばれ、このスライドを置いて

行くように望まれた。領事館でパーテイを開いた時、これを見せたら客もよろ

こぶだろうし、又日本の真珠の宣伝に一役買う事にもなるとの話であったが何

分にも余分がなかったのでお断りした。こんな処にスライ ドや 8mmフィルム

を備えておいたら、さぞや有効な宣伝になる事だろうと思った。事実、国鉄な
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どは日本観光の 8mrnブイ jレムを送って来て居り、観光宣伝を積極的にやって

いるのである。

領事館の紹介で5番街の日本貿易斡旋所(JapanTrade Centar)に行って、

真珠、ニジマス、金魚、などについて先方の見解を聞き、日本の事情も述べた。

其の中、東京の或商人からこんな悪い翼珠を送って来たのでワインドーにも出

す事が出来ないとこぼし乍ら一連のネアクレスを見せてくれた。突を云えば、

私はそんなに真珠に封する日良識なぞ有りはしないのだが、それでも呆れる様な

粗悪品であった。其の匝を出て 5番街のクイシドーをお上りさんよろしく、日良

を皿にしてのぞき歩いた。数軒の自にはよい莫珠のネックレスも見られたが、

驚いたのは右貿易斡旋所のすぐ近くにある商自のウインドーを見た時であっ

た。寺当活は臼本より蔑輸入であるから翼珠製品は特に安い、と云う意味の書

いた紙のそばに、殆んど真珠層が巻いていないかと疑われる程、貧弱なネック

レスが4、5本並べられであった。私は自分の闘を疑って見直した程であるが、

更にドキツとしたのは、禁の各々の一端にJ，G (日本政府)と云うマークがつ

いている事であった。恐らく日本真珠検査所の検査をパスしたものであろう

が、帰国後開いた所によると検査所ではHとLとに品質を区別する丈で、 L即

ち下級品の輸出を禁ずる権限はないとの事である。私はつくづくこんな処にも

我国の真珠が雑貨扱いされる源があると素人考え乍ら痛感した。業者諸氏の深

く考えなければならぬ点ではあるまいか。

次に中央公園のそばのテイブアニー商会 (TiffanyCornpany) に真珠研究

家のアレキナンダ一氏 (Dr.Arexander)を尋ねた。問自に陳列してある真珠

製品を見たが、流石に立派な品ばかりであるが、値段の高いのには驚いた。併

しこれでこそ哀珠は宝石と云う感じがした。雑貨と宝石が同じものであると云

う事は彼等米国人には理解し難い事であろう。

翼珠は常に宝石でなくてはなるまい。キ海女のj戻勺が雑貨では小説種にもな

らない。

ニューヨークに滞在中、道行く婦人のネツグレスを注意、していた処、冥珠ら

しきもの.1.80%以上が模造品である様に見受けられた。米国婦人の莫珠への関

心は一段と強いらしい。米国内の旅を終えてカナダに廻りトロント，ノミシクー

パに至った。トロシトでは丁度国際見本市が開かわしてゐたが、堀口真珠白から

出品されると聞いたので行ってみた処、まだ陳列されていなかった。

帰行は桑港からクリープランド号に乗りこんだ。船は一路日本へと)1自調な航

海を続けた。或る日改まって事務長の訪問を受けた。船容:多数の希望により真

珠の話をして欲しいと云う。会場の大サロンには婦人達がギツνリ詰かけてい
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iVf亙亙主己[
真珠養殖とバクテリア※

市丸陽太郎

(鳥羽市役所農林水産課)

はしがき

真珠養殖とパクテリア……の組合せにや L奇異の観を持たれる方も多いであ

ろう、がこれは無理からぬことで、何故ならば、水産学の体系の中で漁獲物の

処理加工や縫詰製造の擦を除いてあまりパクテリアの存在など注意が払われて

いないし、近年になって工場廃水や、公共水面の汚濁によって水産資源が害さ

れ、このま与でいけば絶滅してしまうのではないかとすら憂慮され、問題にな

ってきて、ょうやくわれわれのような数少い研究者グループの意見が参考にさ

れはじめた段階で、いまだに正式に水産細菌学(又は海洋細菌学)は確立され

ていないといえる位であるから……。

さて、一般の方からみられると、およそ結びつきそうもない真珠養殖とバク

テリアも、われわれの立場からすれば、海事、施術、管理の各面の作業の中に

バクテリア(其の他原生虫等の微生物も含めて)の存在に釘して当然考患に入

れなければならない多くのことが見受けられるようである。

例えば、真珠養殖事業で核心とも云われる挿核手術は、われわれ人聞にたと

えるならば、ちょうど気胸手術や開腹手術にも匹敵するような大きな手術であ

ろう。周知のように今日の外科領域では、このような大手術が安心してできる

ようになったのも、 1865年リスターが消毒法を確立したからで、その日寺以来、

日夜熱心に改良の努力がなされたからで、リスター以前の時代では、いろいろ

な病原のパクテリアに感染した Lめに、患者の死亡率がいかに高かったかは、

今臼ではとても想像できない程であったろう。また死をまぬがれることができ

たとしても、手足の一本位切り落されるのはごく当り前のこと Lされていたの

である。

真珠養殖の場合、釣象が成程下等な貝類であるから、それ程神経質に雑菌感

染などを考える必要はあるまいと反ばくされるかも知れないが、いやしくも生

体に手術するのであれば、雑菌が体腔組織内に侵入してくることは云うまでも

※ 1959年5月4日受理
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ないことで貝にいろいろの好ましくない影響を及ぼすであろうことは容易に

想像できると思う。実際には、雑菌による汚染と云うことを軽く考えて片づけ

てしまうのか、或いはこれらの幣害をどのようにすれば防止できるのかわから

ず、その針策が立たないかのいづれかであろうし、とにかく現在余り関心が払

われていないようである。中にはピースの取扱いは清潔にと云う人もあるが、

これも抽象的で、しょせん肉眼的なものでしかないと思うが、これを細宮学的

にみると、全く予想外の多くのパクテリアで汚染されていることがわかり、単

なる気休めイ立にしかならないことに気がつくであろう。又今日の挿核施術で

は、名人級の技術員が、いかに巧妙に挿核を行ったところで最近のように悪化

した漁場環境と、不健康a な母貝(後に詳述する)を用いるため、施術のさい、

体内に侵入してきたパクテリアなどの異分子に?討する抵抗力が弱まっているこ

とL相挨って、 J支質真珠の生産は減少の一途をたどっているようである。

或いは、近年、春・夏・秋の各乙/ーズ γを通して母貝・作業貝の大量興死が

相次いで起るのも水誼・比重・海水の流動，その他の外部環境要因が大きく原

因しているであろうことは勿論であるが、多分に貝体中のバクテリア(微生物

を含め)の作用も関連して相当重要な役割を演じていること L忠われる。この

ことについては何れ項目を設けて論及してみたい。

貝類とパクテリアの生理学的研究や実験は至って少く、カキ体内の大腸菌、

その他病原性(人類、家畜に拐して)を持つパクテリアについては若干の報告

があるが、実際問題としてわれわれに有害なパクテリアも貝類にとっては影響

がないかも知れないし、或いはわれわれにとって問題にならないパクテリアが

貝類にきわめて有害な作用をするかも知れないことも考えられるわけで、この

点については今後の研究結果に待つほかないであろう。

一実験例として、昭和26年に千葉県水産試験所(館{山)で筆者は、海女がア

ワビをとるとき、普通磯金(イソガネ)を使用するが、貝軟体部を傷つけ易

く、それが原田となって夏季には特に奨死率が高い。このことは高水温と相ま

って、傷口から侵入したパクテリアが繁殖して組織を腐らせ破壊する場合が多

いからであろうと予想して、グラム染色を行い検鏡(顕微鏡を用いて検査する

こと)したところ、多くの陽性球菌、陰性梓(かん)菌が認められた。そこで

各穣薬品や抗生物質(当時はぺニν9yも未だ高価であった)を用いて、損傷

頁の治癒を試み、ペニνリンでも効果が認められ様、テトラサイクリン(スト

レプトマイ νγ)は一層効果的なことがわjった※嫌。この試験と並行してアワビ

※ 昭和27年度千葉水試報告

※※昭和28年度会 上
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を母貝とする真珠養姐試験を行い、従来挿核後の提死率が異常に高いため採算

がとれず成功をみなかった点を、長期蓄養※ (3ヶ年半以上)に成功し、挿核

後の組織破壊或いは腐蝕による脱核(アコヤガイの上じではない)或いは白玉も

パクアリアに因ると考えられる場合が多いことを突とめ、莫円・半径真珠を得

た※※。又徳島水試の小竹※※※はアコヤガイの異常楽死、或いは乙/ミ珠出現の原

因としてパクテリアの影響を考え、各種の実験を行い種々のパクテ Yアを検出

しグラム陰性の梓菌を再び貝体に感染させて楽死貝と同様な症肢を起させたこ

とを報告している。其他長崎水試ではぺニνYン等の抗生物質を貝に注射して

その効果を報告している。

I 施術器具類の細菌による汚染(第一報)

施術に使用する諸器具類或いは核がどのくらいパクテリアによって汚染され

ているかと云うことは、多くの方が興味を持たれることであろうし、今後の挿

核施令官上の参考ともなれば幸と考え報告するが、本項は甜堀口真珠社長堀口初

三郎氏の御理解と御j享意によって発表させていた Yくものであることを明かに

し、又実験に際してrlJ回日赤病院の宅間博士の了解を得て、細菌学研究室の森

木博士を煩わせ同病院の装置器具薬品等を借用し、吏に堀口巽珠和具工場長松

平久幸氏等多数の方々に直接の御支援を賜ったことを、紙上を借り改めて厚く

感謝すると共に、この小文が良質哀珠生産の一助ともなれば幸甚である。

0 1. 施術現場におけるパクテリアの採取

A 空中閣の採取

空中菌の浮i拾する欣態は、単独に浮瀞するものではなく、塵や挨に付若し

て浮j持するものと一般に解されており、諸家の説を要約すると

①空中細的数は人間の密集度、温度(気温)空気の乾燥度、風速、塵挨数に

大体正比例し、②禄度(降雨・降雪量)に反比例し、③四季、気圧、空中炭

酸ガス等が影響力を有し、④空中菌の成負をなすものは球菌が最も多く、枠

菌、有芽胞菌、糸状菌のIi固に減少する。非病原性を主とするが(勿論人類家

畜に針する)病原性菌も少くない。 但し、時、所、気象要因の異るにつれて

必ずしもこの順は一致しない。

場口真珠の布u呉工場の施術室の見取図は第 1図に示すとおりで、国中の×

※普通良好な状態で給餌蓄養しでも 3ヶ月で30%の鍔死率を示し、持核した場合、掃
核が簡単で巧拙の澄が少い半径核の挿入でも会期間に85%の高い豊富死喜容を示した。

※※昭和28年度千葉水試報告。宇野寛:水産噌殖誌第3巻 4号

※※※日本水産~会誌第20巻11号(1955)
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印イ・ロ・ハは空中細菌を採取した牧置を示す。付)は室内中央附近、何)は出

入口棚上、(内は戸外桟橋部である。

採集日時:昭和32年10月 30 日 (11時55分~12時55分)

採集方法:KOCH (コツホ)氏の方法、即ち直径9cmのぺトリ皿にPH(ペー

ハー)7.0の普通寒天平板培養基を付)(ロ)刊の各地点に夫々3枚宛並

ベブタを取り 15、30、60分間に培養基表面に落下した空中細菌を採

集した。

工場の位置は和具町から直線距離にして約2，000m離れており、北西の脊後

はUJ、南面のi諸方は入江を距て L県立水産学校に相封している閑静な場所で

あるが、海事部、施術部併せて30~40人が常時出入しているので予想以上に，

塵淡が多く、夏季の乾燥期(当時は施術の盛期でもある)にはより以上の数

値を示すと忠われる O

第 1 国
堀口真珠和具工場施術室見取図

j円日ロ国師
ンゲリー十床

I~ 口口

-、-‘w
，剛、.

岬.. ...、，

海

B 施令官器具類の細菌採取

一般細菌学においては使用する器具類、容器、消耗品に封する滅菌消毒は

非常に厳格でいさ与かなりとも怠慢や不注意は許されないほどである。一寸

した不用意が感染の危険をともない事実、多くの感染例があるが、それより
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実験や施術が不正確なものとなって結果され、全部を始めからやり直せる場

合はまだよいとして、取返しのつかぬ場合があり、度々経験させられるとこ

ろである。そればかりでなく、同一条件と云うチヤシスは二度とないことの

方が多いことから考えると当然なことであろう。特に生半可な自己流は大禁

物で、万事指導者の指図に従わなければならないことになっている。これし程

厳しい提(おきて)は他の分野にみられない位であるが、東大伝染病研究所

或いは北恩研究所等では一通りソツなく操作が委せられるまでに最低3ヶ年

の修業を必要としている。したがってピ y 1本を確実に洗浄できるようにな

るまで 3ヶ月伎はか λ るわけであるO

この点からみると、挿核器具類の取扱いは田舎の床屋さん以下と云うこと

になろうか。床屋でも保健所の環境衛生課の厳しい監替を受けているはず

で、それでもしばしば禿臨病や皮膚病のお土援を貰って来る客が後をた Lな

いところから考えると、挿核器具類の消毒をもっと心掛けてもよいのではな

いかと考える。

養殖珠は事業であって試験研究でないのであれば、なおさら他の製薬、

食品製造業のように、自己の利益、消費者の信用の点から云っても、研究所

以上にこの方聞に神経を使ったり、経費を用いて良質の商品価値の高い;巽珠

生産に努力すべきではなかろうか。

(1 ) 普通寒天平板培養基を用いた細菌採取

a ガーぞ……細胞切りのとき使っているもので、一般にメスを拭いた

り、外とう[換の粘液をこすりとっており、大部分はうす汚れた

まL使っているようである。施術終了後毎日石鹸で洗う方ばよ

い方で、繰返し何回も使っているところが多いようであるが、

ピースを切取った直後のものを培養基の表面に軽く触れるよう

にした。

b 核……技術員の机上に置かれているもので、普通挿核r1IJに海水です L

ぐが、その中の任意の 1個を滅閣したピンセットで挟み取り培

養基の表面に置いて転がした。

c ピース…一技術員が配布されたもの L中から任意の l片を滅菌した針

尖に突き取ってピースのおもて、うら、別々に培養基の表面に

軽く塗抹した。なおピースにはメチレシプ Yユヴの薄い液が筆

で塗ってある。(濃度不明)

d 技術員の手……細胞を切る者と、挿核技術員の手を培養基表面に軽く

触れて貰った。パクテリアの感染源としてのわれわれの手は見

-8-



逃すことができないと考え各 2名を選んだ。

(2) 液体培地による細菌採取

その他の器具類で直接平板培養基の表面に触れ難いが、その表面をこわす

おそれがあるものは予め用意した液体培地に直接所要部分を浸して菌の採取

を行った。それもできない器具類は、予め用意した滅菌綿棒に液体培地を浸

し、それぞれ所要の部分を軽くこすってパクテリアの採取を行った。

0 2. パクテリアの培養試験

日 時:昭和32年10月初日から11月25日まで(器具・培地の準備期間も含

めて)

場 所:伊勢市山田日赤病院臨床検査室

使用装置:オートクレープ、恒温器、乾熱滅菌器、コツホ滅菌釜、位相差顕

微鏡等

使用薬品:北史研製各種培地、グラム染色液(ブツカ一法)その他

A 現場で採集された材料は持帰りの時間の都合上、翌31臼迄の気温 (8-
160

C)に約20時間放置された。この聞に平板培地上に生じたパクテリアのゴ

ロニー(集落)は認められなかった。次いで研究室の恒温器 (300
C)中に収

容し、 4時間後の観察ではガーゼの材料から早くも点小程の大きさのコロニ

ーが数多くみられ、他の培地にもすべてコロニーが生じ始め、技術員の手か

らは輝黄色の円形のコロニーが多数生じていたのが肉眼的に観察された。

恒温器中に一晩放置後平板培地による以後の経過を一括表示すれば第 1表の

ようになる。

一晩放置後、平板培地上のコロニーを別々に釣菌来してグラム染色を行い検

鏡した。

(考察) ① 空中薗は平板培地とに出現したゴロニーをノレーぺ (4倍)を用い

て総数を算え単染色を行ったところ、球菌 (50.0%)梓菌也4.6%)

有芽胞菌 03.1%)放線菌 (8.2%)酵母 (2.4%)カピ(1. 6%) 

の)1慣に検出され一般の検出値に近い数字を示した。

② 出入口の地点が最も多く菌がみられたが、人の出入が激しいから

であろう。桟橋部に最も菌数が少いのも首肯できる。

@ 時間と共に落下菌数が増加している傾向がよく現われている。桟

橋部の30-60分の間に異常に菌数が増加しているのは、人がたかった

Lめではなかろうか。

※白:&線を以て、その必要なコロ=戸に触れて、菌をとること、隣接のコロニ{に触

れないことは勿論である。
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第l表 普通寒天平板培養基上に於ける試験

④ 平板培地上のコロニーの肉眼的観察による形服、色調、大小だけ

では菌穣を識別することは難しい。

⑥ 宣援塗抹によるグラム染色を行って検鏡したところ、陽性球菌が

多く、器具類に陰性梓菌が多い。

⑥ ガーぞと細胞切り技術員の手から陽性梓菌が検出されているが、

この段階ではB.sublitisでないとは断言できない。

これらの段階から更に平板培地上のコロニーを釣菌して再塗抹して純粋に

分離し、芽砲の有無、色素の生産性、運動性、酸の生成等の他、生化学的追

求を行う予定であったが、都合上中止のやむなきに歪った。

B 次に液体培地に採取した材料は翌朝までに鉄・細胞切台が8-160Cの低

温にか Lわらず、こん濁して菌の生育が認められ、恒温器中に収容4時間で

その%に菌の生育が認められ濁りはじめ、一晩股置後はいちぢるしい菌の繁

殖がみられ、液面上は膜を形成していた。

これらを直接塗抹を行ってグラム染色をなし検鏡したところ殆んどが陰性

の梓菌であった。実験を一括表示すれば第2表のようになる。

次に液体培地を平板培地に塗抹して菌の分離を計り(第2表右側)恒温器

中に24時間後、その生育した集落を観察し、できるだけ別々に釣歯してグラ

ム染色を行って検鏡したが、註接塗抹と較べて著しい差異は認められなかっ

-10 -
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これらの結果については

① 分離検出された数種の菌の検索は行っ

ていない。

②又、 BERGYのMannualof Determ-

inative Bacteriology.その他を調べてみ

ても、務類の明かになるものは殆んどない

であろう。 陸上の人類、家高に苦手}する病原

性を有するバクテリアについてはよく調べ

てあるが、貝類に約しては全く不明といっ

てよい位である。

@ 過去における筆者の実験では、グラム

陽性球菌の中、ブドウ欣球菌の或種のもの

は貝の血液中に移行して細胞組織の各機能

を悪変させ害うものがある。

一一一一一一一一一一一一一一一 ④ グラム陽性梓菌のB.sublitisに類似菌

は筋肉部を溶解するような作用を持っているものもあった。

⑥ 陰性梓菌の中、短小のある種のものは、外とう膜の所謂おもて側に桃澄

色の炎症状を起しやがてその貝は奨死した。小竹の指摘した現象とよく似て

一λ

一

商

一

一

日

色

一

梓

+

+

グ

日

一

菌

一

一

ァ
一
球

+ 

経過一覧表

平板培地上の集落

の肉限的観祭所見

04時間後)

白点ノ]'，、黄色、同形
①白色、円形、半透明
白白色、中央色素形成
①桃色、同形、半透
句白色、表面i珠
①白色、円形、半透明

会:上

十

+ 

1+ 
。黄色、円形、光沢
①白色、円形、透明
白黄白色、円形、半透明
⑦白色、表面E東
①黄色、同形、光沢
@黄白色、円形、吃沢
町黄白色、不事主万三
⑦黄白色、半透明、阿形
①黄色、円形、光沢

いる。

この外、一般細菌学においてよく知られている閣が海水中、しかも貝の体

際組織内に侵入したときはどのような影響を貝に及ぼし、どのような症肢を

呈するか、或いは菌の中には変異を起して今迄に明かになっている生涯学

的、生化学的反応や変化を示さない場合もでてくることも充分考えられるか

ら、決定的なキメ手にこまる有様で、結局この方面に関して多くの人々によ

って多くの研究が進められない限りなかなか明かにならないことが多いであ

ろう。一番手取り早い方法は、分離培養された菌の一つづLについて純粋培

養を行って増菌し、貝の傷口に塗抹したり、菌液を非活性化して貝体に注射

を行ってその反応を調べるなどの.実際に貝の生体試験まで展開することが

望ましく貝に針する病原性も明かにすることができるのではないかと忠、われ

る。

3 論議

以上の未完成のさ Lやかな実験を基にして余り飛躍した意見は差控えなけ

ればならないが、とにかく、多くの方々はあの小さな挿核器の針尖の部分か

τ
l
&
 

。





もちろん、貝自体は固有のパクテリアをその体腔内にもっており、これら

のパクテリアは貝に何らの悪影響を与えないどころか、生活を営んで行く上

に欠くことのできないものであるが、ある限度を越して貝が衰弱すると、か

えって組織を分解したり腐敗させる方にはたらきはじめるものもあるのは一

般の動物と変りはない。このようなパクテリアと異って貝の外部からもたら

されたパクテリアは、体腔綾織内に侵入するとき、その数が僅かであれば貝

の喰抱に喰われてしまい、貝が健康であれば、問題にならないが衰弱してい

るときは、侵入したパクテリアの勢力になかなか打克てないことになるわけ

である。

一般の動物では異物が体中にもたらされると波走細胞(白血球)がその部

分に集中して抵抗を行う。そしても早や何の刺戟もなくなったとき、体外に

これらの細胞の残がいが排出される喝合、これが所謂膿(うみ)汁である。

そして血液ゃうみ汁は空気中の酵素にふれて固まるO

貝類の場合はいまだ確かなことはわかっていないが、筆者の行った実験か

ら説明すると先ず血球(滑走細胸)※ が異物を取囲むように集まってくるの

は同様であって、予めアワビの血管にエオνγ等の注射をしておくと、血液

は淡染L血球は濃染するO 次に半円核を貝殻に固定すると、外とう膜のおも

て側の毛細血管から染色された血球が集まってくるのがよくわかるO 他の部

分にはこのような血球が集まるような現象はみられない。そして時間の経過

と共になんらかの化学変化を受けて血球は固化されてゆくようで、これが所

謂コシキオリシであるかもしれないが、この辺までよく似ている。

なお、一寸話が脱線するが、この薄く形成された膜をはがして検鏡する

と、小さな球!伏の粒子の集合体であることがよくわかる。そしてその大きさ

と形状は血球のそれと大変よく似ていて、しかも濃染されている。やがてこ

の層に真珠賀が分泌されてゆくようである。又 1ヶ月後、この翼珠層の断面

を作製すると、核と真珠層の問、即ちコンキオリシ層と思われる層のごく初

期にエオνγに濃染した薄い層が検鏡された。或いは 0.5%の錯酸鉛を血管

内に注射しておくと同様に一層明瞭に認められた。

富士真珠の青木※療はゴブ状の小さな突起、或いはνミ珠の原因のーっとし

て涜走細胞が集積されていることを挙げ、その原因として核がパクテリア或

いは恨機、有機性の異物に汚染された場合、それらを抱喰、胞飲するために

※貝の血球は血液の中でアメーバのように伸び縮みしているが、それをスライドガラス

上にとり出したりすると球状に収縮するのが検鏡される(カキ、アワビ)

※※本誌、第一巻第8号
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り、分解させる何等の理由も存在しなければ、乙/ミや突起をつくる異常真珠

が見出されなかったことも、さして不思議ではない気がするのである。

今日の外科医学の領域で、プラスティックその他によって作られた人工骨

を体内に挿入した場合、完全にそれが消毒滅菌されているから、その局囲に

白血球の増加も認められず、かのうすることもない。甚だしくは開腹手術中

にハサミを腹中に置き忘れても人体に何等影響が認められないのも、これら

の異物が完全に滅菌されていること L、施術が無菌的に行われるからに他な

らない。

又特に貝の生殖巣が30-40%熟していたことにも注意を払ってほしい。

(勿論70-80%以上も熟した貝では、傷口からピースが圧し流されて出てし

まうことは充分考えられることである)つまり卵抜きをかけていない欣態で

又ナイロシ通しで養成した母貝で‘もない地貝を 1ヶ月寵中に養成したものを

用いたから健康駅態も上 Lであったし、漁場としての環境も養殖真珠のいわ

ば処女地で、潮通しも良好であったなどの好条件を具えていたにせよ一般に

生殖巣の熟した貝に施術すると、 νミ珠や白珠の原因となるから作業を中jと

しているが、卵や精子自体は真珠袋を形成させる(細胞の増殖)にプラスこ

そしても、マイナスさせるような存在とは思えない成分を持っている。しか

し反面バクテリアにとっても好個な培養基となる条件を持っているのは事実

で、注意すべきことであり、この時期に無菌挿核をイ土損ずるとかえって逆効

果となることになりかねないであろう。

一方、天然真珠を調べてみると、その殆んどは正常な真珠袋に包まれて文

字通り νミ一つない珠が多い。その生国については諸家は何等かの拍子に外

とう膜の上皮細胞が体腔組織内にまぎれ込んだか、砂粒あるいは寄生虫が体

中に入り込み、それが核となって天然葉珠を形成することが通念となってい

るが、おそらく無菌的或いはそれに近い吠態でまきこまれたものと考え自然

の妙味に感嘆する他ないのであるO
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低比重がアコヤガイの箆死、

成長および真珠の品質におよぼす影響※

片 回 清 次

(国立真珠研究所大村支所)

さきの会報 8号(1958)では「低比重のアゴヤ貝の奨死に及ぼす影響」と題

して、低比重に遭遇した場合のアコヤ貝の努死率について述べましたが、この

ような現象を扱う場合には、その危期から漸く脱し得た貝のその後の活力に

も、その影響が及んでいくものであるかどうかが、更に重要視すべき問題にな

ると考えられるので、前回に引続き追試験を実施し、その結果を得たので概暮

をお知らせします。

試験装置は前回と同じく流水式とし、試験期間中は水温が略一定を保つよう

にし、比重、酸素量、 PHも一定時間毎に測定して安定していることを確めま

した。

試験貝は大村市玖島崎地先で昭和31年に採苗した養殖3年貝を使用した。

1. 弊死に及ぼす影響

比重は母貝については22、12、10、08、06、施術貝は、 23、13、11、09、07

の5槽を準備し、封照として最初より自然海中に垂下しておいた一群を当て

た。浸漬時聞は母貝については24、36、48時間、施術貝には更に12時間を設

け、各時間毎に議め予定した個数を取出し金網寵に収容して海中に戻しその後

の観察で努死貝を累算した。その結果を低比重に封するアコヤ貝の緊死率とし

て表わしたのが、表1、2ですが、これから一定時間の浸漬に依ってその50%に

奨死現象の現われるような低比重を算出すると、 36時間では母貝は 05.94、施

術貝は 08.27、48時間では母貝で 07.78、施術貝では 09.78となります。

生物は環境条件が不適となるとそれに封処する防禦策を持っており、魚類の

ように移動性のものならば、その区域から逃避してその難を免れるのですが、

移動性の少ない貝類では貝殻を閉鎖することに依って、或る程度まではその生

命を維持することができます。本試験の結果からみますと、母員で24時間、施

術員では12時間以内ならば極端な低比重海水中におかれても貝殻閉鎖作用によ

って、よく生命の危期から脱し得ています。

しかし生命だけは維持し得たとしても、その後の成長や生成される冥珠に

※「しんじゅ」第40号より

ハローよ



影響を及ぼすものであるならば、養殖技術上考虚しなければならないことなの

で、奨死より漸く免がれ得た母貝、施術貝について、その後の活力への影響を

調べるために以下の試験を実施しました。

表1三年母貝繋死率 表2三年施術貝轄死率

供試貝数10-20介 供試貝数20-50介

6.53:1 0 36.8 1 87.5 7.35 11 0 8. 0 I 70. 0 I 95. Q 

水温26.9-2.8.QDC 

(昭33.9.6-8)

2. 母貝の成長に及ぼす影響

難死率を調べた3年母貝の中、生残った貝について殻長・殻高・穀巾・重量

を 1ヶ月毎に測定し、低比重が貝のその後の成長に及ぼす影響に就いて検討し

ました。測定は塩化ビニールの薄板に番号を記した標式を、貝殻の表面にピニ

ダインを以て接蒼させ同一個体の成長量を追察していきました。標式接蒼後 1

ヶ月の期聞をおき、接着操作時の影響の及んでいないことをl緩めてから低比重

に浸漬させた。襟式接蒼時の殻長の大きさを零点としてその後の成長量を示す

と、図 lのようになると考えられます。警す照群 (a)は最初Jから自然海中に垂

図1殻長の成長

;;i低比重浸潰
6ト (9月6日)

量 4~ ↓
mm 2 

0 
8月8日9月5日10月6日11月5日

(標式譲着〉 測定日

水温26.1-27.QDc 

(昭33.9.21-23) 

a 
b 

下しておいたものですが、若し試験貝が

低比重浸漬による影響をきをけない範囲の

群 (b)であるならば、封日革、群と問じよ

うな成長経過をたどるのですが、その影

響が引き続きおよんでいく場合には(c)、

(d)、(e)の様な経過をとることにな

ります。

今この時間経過に伴なう各群の平均成

c
d
e
 

長量が同じ経過を辿っているか否かを推

計学のF検定を用いて検定してみると、 24時間浸漬では(危険率 1%)、比重

06.53でも封照との間に差が認められませんが、 36時間になると、 08.59以下

門-
司

1-



に於て、 48時間では 10.57以下に於て成長量に影響が認められると言う結果が

でております。

3. 生成される震珠の品質におよぼす影

響

成長試験に使用した母貝と同一経歴の

貝に昭和33年7月24日に1.2分核 (3.71

土0.02mmの核のみを選定)をフク口、

クカジの二ケ入挿核施術を行い、 9月21

臼に低比重浸漬操作を加えて籍死率を数

え、その中の生残ったものを養成、翌34

年 1月19日に取上げ、その浜上珠につい

て検討しました。

先ず4.01ミリに基準をおき、それ以下

のものを薄巻珠としてその出現率を示す

※影響の現われているもの と、表4のとおりになります。それぞれ

封照との聞に、出現率の去があるか否かを X27去によって検定してみると12時

間まで Yは、各群とも去は認められませんが、 24時間以上になると 13.38以下

において有意の差が認められ薄巻珠が多くなると言えます。

表4薄巻珠C4.01mm以下〉の出現率 なお、浜上珠の色調をゴーノレ

表3低比重の殻長に

及ぼす影響

(8月8日-ll月5日間の成長愛)

自然海中
(対照) 24.2% 

※対照との間に差が認められる

ド・クリーム、クリーム・ピン

ク、ホワイト・ピンク、ホワイ

ト・グリーンの五種に分類して

封照との間に、その出現率の有

無を検定した結果、 24時間以上

浸漬で比重 13.38以下の群には

ホワイト系が多く出てきている

ことが認められました。

それでホワイト系だけの出現率

を取り出して示すと、表5のよ

うになりますが、これから考え

ると低比重の冥珠の品賞に及ぼす影響は、比重低下の度合とその浸漬時間が或

る眼度を越えると、薄巻きで、而もホワイト系の単純な色の出現が多くなって

くると言えるようです。

no 

可

I
4



表5ホワイト系の出現率

(昭33.7.24施術-9.21浸漬-34.1.19浜上げ)

以主を結論として要約してみ

ると

(1) 奨死現象のみを考えると48

時間浸漬でその50%に紫苑現象

を起させるような低比重は、 3

年母貝では 07.78、同施術貝で

は09.78となります。

なお極端な低比重に遭遇して

も貝殻閉鎖で、生命を維持できる

可能な時間は母貝で24l時間、施

術貝では12時間以内と考えるこ

※対照との問に差が認められる とができます。

(2) ほ貝に射しては、搾苑貝の出現しない範囲内ならば、その後の殻畏の成長

に釣しても大きな影響は及ばないものと考えられします。

(3) 生成される翼珠の品質に封しては12時間以内ならば影響はないと考えられ

ますが、 24時間浸漬になりますと、たとえ努死貝の見られない範囲内でも(比

重13.38)、薄巻珠は多くなっているので、施術貝はこの点とくに留意する必要

があります。

以上のことから考え、長時聞に立っても緊死、成良および生成される真珠の

品質にも影響が及ばないような低比重の限界は、母貝では 13.00以上、施術貝

では15.00以上に目安をおくのが妥当だと考えられます。

降雨などに伴なって比重の低下する度合は、各漁場の地勢などによって特性

があり、又そのような状態がどの位艮く続くかは、日頃地先漁場の調査をして

いますと、大体の傾向は掴むことができるものです。勿論、風向、風力および

潮の朕況などによっても異つては来ますが、長い聞の観測資料がありますとそ

れらを知るためには良い参考になるものです。

また、降雨などで比重低下の恐れのある時には、すぐにでも比重を計り、そ

の程度によってはや L深めの安全な水層に垂下するなどして繋死貝の出現を防

ぐとともに、その後の成長や生成される真珠の品質の箇に留意されるよう望ん

でいます。
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言ぎ111川川I日川1日11附川11

1 持核 1偶のばあいの挿核位置について※

田 辺 時 生

(布施白地区)

まえがき

一般に施術作業については.各養殖場さらには極端にいえばそれぞれの施術

員によって多少とも異なった独自の面が少なくないと考えられるのであるが、

その技術改良のためには、これらの内容についてお互いの経験を交換し合い、

比較検討することが重要であると思われる。その意味で、極めて浅い経験では

あるが、私の現在までの研究の経過を報告し、大方の参考に供するとともに、

活綾な御批判jあるいは御意見を期待するものである。本文に入るに先立ち、原

稿を校関賜った国立真珠研究所丹下技官に感謝する次第である。

まず今回は、いわゆるl個人れのばあいの挿核位置から述べてゆくことにする。

1. 昭和22-23年の挿核位置。

第 1 図

D 
業 1958年10月例会において発表

-20-

第 l図は、昭和22-23年当時の挿

核位置を示している。われわれの

俗にいう「ひょうたん卵巣J (腸

管迂間部と収足筋に包まれる生殖

巣、会報第7号、P.12参照)に落し

こむ方法で、収足筋の右側jに傷を

つけ、大袋と小袋との間に核を持

ってゆく。使用する先導器は平鈍

メスで、ピースは図のごとく下部

に密斎するのであるが、このさい

ピースを8分目手前に置き、次の

挿核の過程で核に密着させて所定

の位置に納める点、厘珠技術にお

けるピースの要点と同じであるo



この方法の欠点、としては、挿核位置を外観から見極めることが困難であり、確

実に所定の位置に挿核し得たかどうかをつかみ難いこと、また生殖巣の大小に

応じた中心点が核の大きさにより変る点、核の重量を考産して.施術員が生殖

巣の厚みに応じて先導器の使用方法を特に注意、しなければならないことであ

る。たとえば、先導器を用いて切開するに当り下方に切下げ過ぎて挿核する

と、核の下降、極端なばあい脱核を来たす点、注意が必要である。

なお、一般的なことではあるが、施術作業において、収足筋のと皮をはがぬ

こと L、筋肉に楼しないような也置に挿核し、後々核の位置が変らないこと

が、良質真珠を作る重要な一つの要素であると考えている。特に、挿核後核の

位置の変らぬ挿核技術に関しては、設しも常に研究されているところであろう

が、このばあいにも、図示のとおり深部より生殖巣表面にや Lひねる力を加え

て核の移動の防止を図ったものであり、その後も現在に至るまで、この点に留

意して研究を続けてきている次第である。

2. 昭和24-25年の帰核位置

第 2 図

〈う子

次に、第2図は、昭和24-25年

頃の位置で、鈍メスの先導器を使

用し、いわゆる大袋卵巣の上へ核

を持ってゆく方法である。ただ

し、このばあいは、ピースを上に

つけるのが至難である。

今から考えてみると、核の位置

を上部に持って行ったのは、脱核

を防止する意味だけで、特に技術

的に良い方法だとはいえないが、

現在でもこの方法を用いる業者も

あるようである。ただ、当時はま

だ確実に理解し得なかった収足筋

の影響が、この方法によって明ら

かに理解することができたという意味で、忘れることのできない方法である。

討議

(田辺氏の講演に封して行われた討議の概要は次のようでらった。)
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竹内(北村真珠)

メスの持ち方(メスを中指の爪にかけるかどうか)によって、珠が移動す

るかどうかが決まる。中指の爪をメスにかけると下を切りやすい。

また浮しをやる人は、 10中8、9までは珠が下に落ちる。

要するに「メスをもって切った位置がすでに挿核位置である。」というこ

とであり、先導器の使用が大事だということであるO

田辺

向感、である。

大須賀(共栄水産)

同様の技術であっても、大サイズのばあいに脱核が多いのはなぜか。

田辺

一般的にいって、核が大きくなると、核の中心がどこに行っているか、つ

かみにくいからであろう。またとくに袋のばあい、下へ落ちて脱核するとい

うのは、先導器を使うときに下を切り過ぎるのではないか。

その他、養生期間中の貝の位置にも関係するであろう。

大須賀(共栄水車)

私のところでは現在養生を行っていない。

田辺

挿核後急速に恢復させると、核の移動ないし脱核が多く、徐々に恢復させ

たばあいはそれが少ないと思う。要するに、脱核が多いのは養生をしないか

らであると考えられる O

堤(共栄水産)

私のところで養生をしないというのは次のような理由がある。すなわち、

作業場が湾の奥にあり、 4年f立前までは竹かごで養生していたが、泥が竹か

ごの底にたまりやすい。こういうところでは、貝のために悪いのではないか

というので、挿核後すぐ竹かごへ入れて沖出しすることにしているわけであ

る。

竹内(北村真珠)

脱核の多少は水温によって呉るのではないか。 7月と8月とで著しく差を生

じた経験がある。 8月にはどうしても脱核が多い。また、卵の抜き方によっ

てもちがうように思う。何回も卵抜きをかけるとやはり脱核が多い。

回辺

母貝の仕立てが脱核に影響のあることは、私も経験している。

田辺

先導器の使用について御意見をお願いしたい。
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会員 (立神)

先導器はハート型の平メスを使用し、最短距離を送るようにしている。

田辺

布施回でも直線に持って行くところが見受けられる。なお、最短距離を通

るばあいは、平ピース針よりも丸ピース針を使った方がよいと思う。(会報

第6号、P.13参照)

岩崎 (山勝真珠)

先導器は丸い平メスを使用している。挿核の位置は、図 (図は省略)に近

いようで、腸管に押すような納め方をしている。

田辺

要するに、挿核作業の問題点は、挿入した核が動かないことがまず重要で

ある と考えている。とくに大核のばあい、移動を少なくするために、核が落

ちないようひねりこむことが必要であろう。

さらに、他の lつは、大きなサイ ズになるほど、ピースの核への密着が大

l'j-;J:だと思 う。

、、

∞o /f3~r~~ 

原子力時 代 の真珠養殖

白井 祥平

今から約半世紀前、御木本、西川、見瀬

の三先党によって発明された我国独特の真

珠は、今日世界中殆んどの国の人々に愛好

せられその輸出量は年間約9，000貫、金額

にして約65億円にも達しており 、年々その

需要が伸びている現紋であります。

これらの養殖真珠は、古く発明当時の技

術を基本にして作られており 、個々の技術

上の発展はあれ養殖方法は殆んど変ってい
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ないのであります。こういった事から近年になり沿岸漁業に行き詰った多くの

人々が真珠養殖に転向し、どの海域も翼珠漁場に利用され、今日三重県では殆

んど使用され得る海域は 100%使用され非常に皇室況を来しており、それによっ

て大量の真珠が生産された反面、そのために古くから優秀真珠を産出していた

突虞湾始め五ケ所湾、的欠湾等の漁場が老-朽化し、生産力が落ち、数年請から

いろいろ研究機関によってその針策研究がなされ、実効をあげつ L あります

が、哀珠を生産するアコヤガイは海の生物ですから片時も陸上に上げるわけに

行かず、毎日大量の栄養を吸収し排池物をIHすので養殖が盛んである今日では

その釣策が追いっかないというのが現状であります。そのために他県に新潟、場

を求めて転出する事が多くなり、現在では四国の愛媛県を中心に瀬戸内海域が

脚光をあび、これに刺戟されて各県でも真珠振興策を建て養殖にのり出した L

め、北は千葉県、石川県から南は鹿克島に至る全県が多少にか Lわらず実施し

ている吠況で、もはや真珠養殖は三重、長崎の特産でなく、日本の真珠という

方が妥当の様になっており、その規模も段々大きくなりつ Lある様です。

さてこの様に盛んに行われる事は誠に結梼でありますが、どこの海にも限ら

れた生産力というものがあり、特にアコヤガイは内海を好むために限度が小さ

いのでこのま L発展すれば数年ならずして三重の今日と同じ吠態になると思う

のであります。

真珠養殖につきましては、伊勢の全国真珠漁協のパックアップを得まして振

興会傘下の真珠研究会伊勢部会があり、もっとも業界に即応した諸研究を行

い業界発展に非常に寄与しているのでありますが、反面こういった技術の発展

が逆に生産過剰一一一特に粗悪品の一一ーになり、今後の研究課題については討議

せねばならない………と痛感している次第であります。その意味におきまして

も古い伝統を持つ真珠養殖の簡にも他の産業のめざましい発展 科学の導入

一ーに必適する画期的な方法が考えられでも而るべきと常々考える次第であり

ます。

私は今を去る 7年前、水産大学に在学し真珠の研究を手がけた頃、当時貝を

水面から約2mに吊り下げるのが常識であったのに疑問を持ちいろいろ現場の

人にもきいた所、昔からの経験、という事でありましたが、いろんなデータを

綜合し、もっと深く 5-6mに垂下した方が成績がよいだろうと言ったのであり

ますが、当時そんな馬鹿な………と思われた事も今日では深吊りがよいと言う

事になっておりますし、又実験は出きませんでしたがレシトグンを当てる事を

計画した事もありました。こういった事は今ではどこでも不思議がらずに行っ

ておりますが、最初は全て奇異に思われるものであります。
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マベの人工授精

北大学が日佳ーの実績をあ

げているというわけで、

当時いろいろ御指導をあ

おいだのでありました。

こんないきさつからタ

シク培養という事に興味

をもちいろいろ人工飼育

について調べております

が、もしこの技術が確立

され Lば恐らくノーベノレ

賞に価するといっても過 東北大学女川Fンタ

言ではないと信じております。

何故ならば、今日イセエピ、アワビ、クルマエピ、ヲニ等の沿岸資源はもと

より、イ ワν、ニνシに至る迄殆んど我々の食卓に並べられる栄養源はことご

とく少くなっており、その資源保持、繁殖に水産関係者はあけ'てか Lっている

のであり 、もしこれらの種親を集めて立派なタシク内で人工授精により子供が

自由に、いくらでも得られ人工餌料を与えて稚児にしてから放流すれば、この

問題はどんどん解消され、動物蛋白質を水産物から得ている日本人に寄与する
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事は勿論、世界中共通の課題である水底資源の保持、繁殖が得られるからであ

一 一昨四町竃圃圃阻園町四唖問中山幽幽，- ...， ります。

近年になりノリの人工

種付が確立され各所で成

果があげられております

が、これもタンク培養の

効果のあらわれの一つで

あります。これを大規模

に国営で行っても必ずや

相当な利益をもたらす事

でしょう。

人工飼育室 (奄美大島) 真珠養殖丈を考えてみ

ても、現在大きな費用をかけている冬期の避寒移動や採集前の化粧巻漁場の管

理費は、各本工場にあるタシク室に貝を収容する事によっていらぬ事になり 、

何よりも天災に左右される不安定な産業という事がなくなるわけで、浜揚げ当

年の貝は完全にアコヤガイの生活に適した水質のタンクに収容され、特殊な操

置で純粋培養された濃密な餌料としてのプランクトンを投与し、而も良質真珠

質を分泌するのに関連のある放射性物質をあて、且光線を加減するという完全

コン トローノレタンクに収容される以外に、少数人数で良質真珠を多く生産する

事が出きないと信ずるものであります。

これらの考えは全く空想でなく必ずや近い内に実現されるべきであろう事

を、こ.1.1乞明言しておきますが、その根擦と しては東北大学を中心とする基礎

的な研究成果、並びに私の行ったマペの人工採苗其の他幾多の関係報告からで

あり 、これらを統合したものがタシク式養殖の成功に結びつくものと信じてい

る次第であります。

世 は正に原子力の時代であり 、いろいろな面に応用されるでありましょう

が、真珠養殖に於いてもすでにー部関係があって、原子力研究所や遺伝学研究所

に於いて、レントグシ、コパノレト等の照射による実験が行われ、実績もあげら

れておりますが、 6年前、夢にも考えられなかったレントグン装置が殆んどの

所で使用されている事から考えてみれば、放射性物質も近い将来には必ず利用

され、前記コシトローノレタシクにて短期聞に美しい真珠を作り出す事が正夢に

なると恩うのであります。

年々輸出が伸び、 100億輸出も間近というこのめぐまれた産業を自滅させな

いためには、こういった事が l日も早く実現し、良質真珠を誌差して世界の需
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要に応じるべく態勢をと Lのえ、いつ迄も世界中の女性のアコガレの的であり

たいもの・・…… と思うのは私ばかりでないと思うのであります。

(東京中日新聞原稿より)

o~αr~rι 

似たよ つ な話

殖について話してみよう。

阿部 功

最近真珠の質が低下して、価格が下がり

業界に恐慌を来たしているとか聞いてい

る。これは漁場の悪化もさる事乍ら、無計

画な大量生産による幣害であろう。品が多

く出る、従って値が下る、これによる資金

の穴埋めに早剥きして質を下げる、といっ

た一寸した三段論法にあてはまるだろう。

この様な真珠界に似た話はいくらでもあ

る。その内、私の知っているニジマスの養

あ る年の2月、私が未だ学生の頃アノレバイトと実習を兼ねて国立日光袋鱒場

へ行った取がある。マスも大体真珠と同じで、成魚から卵を採り解化させて、

それを大体l年から2年苔'i!i:ーして商品とする。母貝業者l乞似て卵で売ったり稚魚

のま L売る喝合もある・・……。

日光の相関場は中禅寺湖の奥、つまり華版ノ沌の反針側にあり、枢めて不便

な所で買物は全て華厳ノ沌迄出なければならなかった。私の行った時は冬で、

雪が2尺も積り買物も思う様にならなかったので、止むを得ず毎日、マスと川に

生えている水草が、副食物となっていた。その当時.世の中にこんなに笑-味い

魚がいるのだろうかと思った。事実私の食した魚、の中では、これに敵うものは無

かったのである。しかしこれも10日位で40日も続 くと さすがにあきてマスの顔
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中禅寺湖 の夜 景

を見ると、うんざりして

来る様になった。尤もこ

与のマスは日本で一番美

味いという定評があるも

ので、7.Kも冷水魚に適し

たものであるそうだ。だ

から他の養鱒場で l年か

Lって食せる様な大きさ

になるのに此処では2年

から 3年か Lるそうであ

る。だから脂も乗り 、何

よりも肉がしまっているのでサジミにしても、アライにしても何ともいえない

歯応えがあるのだ。業者が商売でやる場合は如何に良くなるとはいえ、小資本

では2年も3年も置いておけないので暖かい水温の池でどんどん餌をやって、少

しでも早く大きくして商品化せねばならないから自然肉もやわらかく味も落ち

るのは致し方ない事であった。養鱒も真珠と同じで何処でも出来るというの

でなく 、湧水を多血に必要と し、水温もなるべく低い所というのであるから、自

然とその場所も限られて来る。更に作業も真珠以上のものがあり、毎日餌を与

えねばならず、板擦の雪の降る中を90C位の水中に入り、親をとり出し採卵して

人工授精する。授精した卵は水の流れる水槽の中へ入れておくが、次々 と死ん

で行く。この死卵を取ら

ないでおくと水棲菌が繁

殖して他の卵迄被害を及

ぼすので毎日の様に死卵

を取り除かねばならな

い。この様にしても、際

化するのは、 大体良く て

90%位である。更にこれ

が完全に泳ぎ出す様にな

る迄に20-30%イ立は死ん

でしまう。その問絶えず 際 化 場 (手前貌魚池)

水を見てやらねばならず、少しでも雨が降ると水が濁り魚、が死んでしまうので

注意しなければならない。大体3-10センチイ立になると 、普:通の蓄'iltに入る

が、その後も餌 (人工餌料)をやったり撰別 (トピといって特別大きくなった
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ものや、崎型をとり除く)をしたりしなければならないので、費用も相当にか

Lる、従って、値も高かった。尤も、この頃は業者の数も少く稀少価値があった

からかも知れないが、 日光η地元でも l〆当り2.000円-3，000円はしていて日

光の一流の旅館でも一泊2.000円以上わ金を出さないと、 本当のニジマスには

お自にか Lれず、たいてい海産乃マスでごまかされるのて'あった。この値がク

ナギの冬の伺場〆当り2.000円、又はイセエどの2.000円に比べると 、如何に高

いものであるか想倣がつく事と思う。即ちヲナギやイセエピは人工膨化出来な

いので大量に生愛する$は出来ないがユジマスの勾合は卵から手をかけるので

いくらでも必要に応じて作り出す事が出来るのである。

所 が聞く所によると、

最近はこのマスが〆当 り

500円位に暴落している

そうである。これ又真珠

にまさるとも劣らない暴

落振りである。何が原因

でこの様に暴落したか。

一言にして云えばこれも

又大量生産によるもので

， : γJ快活℃通~. ある。 当時のボロもうけ

鰐化場内部 (卵の発送順的) に我も我もと鮒養殖に飛

びつき、E増産につぐ増産がこの暴落をもたらしたのだ。しかし乍らX'i珠界と

異るのはこの事がそ う大騒ぎされてない事である。私の友人で投悼に携ってい

る者も多いが、この不況を伝えて来たのは l人もいなかった。此処で考えねば

ならない事はマスは幾ら

大量生産し且換金を急い

でもそんなに質は落ちな

いが、(一定の大きさを必

要とされているので) ~

珠は早剥きをする関係上

どうしても質が落ちて米

る。早剥きをしなくても

密殖の為巻きが悪くなる

事は否めない事実であろ

う。その点マスは按殖す

，. 

防化したニジマス仔;魚
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ると魚が死んでしまうので、したくても出来ない。この様に損になる密殖をす

る筈がないから質の低下という事もない。真珠も密殖の害が、質が悪くなると

いう様な間接的なものでなく、母介が死んでしまうという現実的な開題になれ

ば自ら規制して来るのであろうが………。

又マスは食料品としていつでも消費出来るが質の低下した装飾品としての真

珠は持っていれば必ず、はけるものとは限らない。この点からも鱒業者は余り

大騒ぎしてないのであろう。何故なれば消耗品であり少し位安くなっても品質

が悪くなっているのでないから数でこなして経費の損失を埋める事が出来るか

らだ。マスは売れない場合 l年池に置いておくとか、或いは親魚、にして卵を採

って回収する事が出来る。真珠がそこ迄望めないとしても質さえよければ少し

位の生産過剰にも驚ろく事はなかったし封外的にも、もう少し強く出られる訳

である。

質よりも量という考え方は、終戦車後のドサクナにまぎれた闇屋的根性であ

り、一発麗的存在である。真珠界 100年と云わずとも10年の計を見る者なら

ば、この落ち着いた時代に合わせるべく、量より質に転向するべきであろう。

大分長い事王手にタコの出来ている事を書いたが、この聞き馴れた事を耳新ら

しい事であると感じた時、真剣に考えた時、そこに一歩の前進があると思う。

(本会会計委員)

昭和34年4月10日

社団法人 臼本哀珠振興会

会長御木本美隆

殿

拝啓 陽春の候益々御i青栄の事御慶び中上げます。

担当振興会に於いては業界各位の御要望にこたえ、計画生産の実行、増産に拍

車をかける新規漁場の免許の抑制等について、かねがね関係官庁に陳情、説明
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を行い努力致して参りましたが、この度、水産庁長官より各県知事宛別紙の様

な通達が出されました。

その内容の主なものは

1. 新規免許は原則として避れる様指導し、止むを得ず免許をする場合は水産

庁当局に事前に打合せる様措置した。

2. 既免許の漁業機については、条件制限を付けてある場合はそれに基いて、

筏台数を指示する。

3 条件制限のついてない既免許の漁業構については、新たに条件制限を付け

る様指導し、その上で筏台数を指示する。

4. 計画生産の推進主体として養殖i魚、協組織の整備強化を指導する。

5. 取締の強化

等であって、業界の要望を誠によく取入れて立案されて居り、当局の理解あ

る態度に感謝致す次第であります。

時、たまたま業界の総意、として、品質向上のための生産規制に踏み切った、

この際、官民一体となって強力に計画生産を推進する様御協力の程御願い申し

上げます。

昭和34年度の府県別及び核の大きさ別真珠呉の施術数量目標について

実珠養殖事業法第三条及び同条施行規則第一条の規定に基き、昭和34年度の

府県別及び核の大きさ別の真珠貝の施術数量目標が、別紙(1)(写)のとおり告

示されたので、貴官内関係者に至急、周知徹底されると与もに、生産の計画化を

遂行するために必要な下記につき充分街]了知の上、それぞれの措置をとられた

し、。

なお、上記の施術数量目標に見合う筏台数l士、別紙(2)のとおりである。

以上通達する。

百己

1. 施術数量目標の策定について

昭和34年度の施術数量目標は、最近における真珠の生産、輸出事情ならび

に昭和32ii三4月以降実施中の「粗悪真珠の輸出禁示措置」等を総合的に勘案

し、また、計画生産実施状況の確認方法として、本年度から新たに府県別施

術数量目標に見合う府県別筏台数を別途に指示し、各府県はこれに基き、漁

場別に配置しうる筏台数(見合、繰越、母貝、基地筏を含む)を漁業構の条

件制限等として定め、これを遵守せしめるよう強力に指導することを前提と

して策定した原案につき、真珠審議会の意見をきいて決定したもので、総数

-31-



量は約 8，400万個、前年比約219手の増加となった。また、府県別数量につい

ては、三重県を33年度数字に据置き、増加分はすべて三重県以外の府県に割

当て、サイズ別比率については、中、大珠の生産を増加せしめることを回途

とι、府県計画の線に準じて策定したものである。

また、淡水真珠(無核真珠)についても、真珠審議会の意見をきし本年

度から新たに莫珠養殖事業法に主主き、その施術数量目擦を定めること与し、

34年度の数量目標は淡水真珠の市場性、最近における生産事情等を勘案の

上、 880，000個とした。

2. 漁業楼の免許について

すでに免許されたもの、あるいは免許手続中の漁業構については、免許面

積と施術数量との密接な関連を保つよう措置されているはずであるが、さら

に漁場の適切な利用を図るための措置として次の事項につき特段の配慮を願

いたい。

(イ) 新規免許について

品種向上のための疎殖を目的とする場合、または避寒漁場、化粧巻漁場

等のごとく真珠の施術数量目標と直接関係のない漁場の場合、および他府

県から施術数量目標枠を移転することが明らかな場合を除き、新規の免許

はさけられたい。

諸種の事情からやむを得ず免許する場合には、次の事項につき特段の考

慮を払うと Lもに、あらかじめ当庁に連絡し、充分打合せを遂げられたい。

(1) 真珠養殖業を内容とする漁業穫と真珠母貝を内容とする漁業構とは、

厳に区別して漁場計画を樹てること。

(2) 漁場毎に配置しうる筏台数等を条件制限により定めること。

(ロ) すでに免許された漁業機について

( 1) すでに「筏の台数については、別に定める知事の指示に従うこと」等

の条件制限を付しである漁業擦については、筏台数(施術見合筏、繰越、

母貝、基地筏を含む)を指示すること。

(2) 条件制限を付していない漁業構の場合には、条件制限を新たに付する

ことが、望ましいので、所定の手続に従って条件制限を付けるよう措置

するようにつとめ、漁場毎に配置しうる筏台数を定めること。なお、新

たに条件制限を付することが困難な場合には、捷台数を定め、これを遵

守するよう特段の指導を加えること。

(注) (1)(2)について筏台数を定める場合の筏種類別組成比率の基準は次

のものを採用されたい。
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母貝筏筏総数の50%以内

基地筏 ゲ 10 グ

3. 漁業取締の強化について

付) 漁業監視制度の確立をばかり、外建て、条件制度違反等の防止につとめ

るとともに、業者の自主的な相互監視制度合確立して効果をおさめるよう

にすること。

(ロ) 真珠養殖漁業構漁場における採首および稚、母貝養殖の取締について

米養殖業経営の円滑化を図るため、地区漁協による母貝供給事業を確

立するよう措置するとともに、冥珠養殖漁業機漁場における採荷および

税、 1ほ貝養殖は、漁業様の免許に釣する違反ともなり、健全な真珠事業の

発展のためにも好ましくないので、そのような違反の生じないよう強力な

指導を1)¥1えること。

(注) 取締りの封とすべき母貝養殖の範聞は、母貝の生産販売を目的

とする養殖事業の範囲とし、施術作業準備のため当該年度内におい

て行う「母貝仕立て」のため養殖は除くものとする。

4.一堕霊堂呈旦墨控主左互主盤車盗塁の移動について

付) 施術数量目標枠の移動

他府県業者が、賞府県内において施術作業を行おうとする場合は、必ず

施宇I-J量に見合う施術数量目標枠を持参せしめ、受入枠と持出枠が喰いちが

わないよう相互の府県聞で充分確認するとともに、その結果を水産庁に報

告されたい。

なお、当該年度内において移転された数量沖l士、次年度において受入県

に割当てるものとする。

(ロ) 施前済貝の移動

他府県業者が、貴府県内に施術済貝を持ち込む場合は当該年度内におけ

る持込量を確認の上、持出府県に連絡すること。

(イ)(ロ)の県外持出については、持出県において持出量に見合う筏台数を当

該業者の当該漁場における配置台数から減ずる等の措置をとられたい。

5. 養殖漁協組織の整備強化について

翼珠養埴業者は、全国的に増加拡散する傾向にあるので莫珠生産の計画化

の推進主体ないしは共同販売等の事業安定封策の実施団体として、養殖漁協等

の協同体を育成強化するよう指導されたい。

今
、

u

ハ
〈
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別紙 (1) 写

。農林省告示第216号

真珠養捕事業法(昭和27年法律第9号)第三条の規定に基き、昭和34年度

の府県別および核の大きさ別の真珠貝の施術数量目擦を次の通り定めたの

で、同条および真珠養殖事業法施行規則(昭和27年農林省令第49号)第 l

条の規定により告示する。

昭和34年3月13日

農林大百三浦 一雄

1. アコヤ貝による真円真珠の施術数量目録

石 100，000 
福 16，000 126，∞D 198，000 340，0∞ 
静 岡 48，000 599，0∞ 1，083，0∞ 1. 730，000 
愛 言日 20，000 60，∞o 115，∞o 195，000 

重 5，250，000 10，500，∞o 19，250，∞o 35，000，α00 
京 者日 8，000 56，∞o 156，000 220，000 
兵 E事 195，000 365，0∞ 860，000 1. 420， 000 

946，000 2，992，000 2，482，000 6，420，000 
島 根 7，000 13，000 20，000 
広 島 231，000 880，∞o 自9，000 1，750，000 
山 口 61. 000 220，000 319，∞o 600，000 
徳 島 191，000 906，000 1，123， C∞ 2，220，000 
香 JI! 93，000 218，000 139，∞o 450，α00 
愛 緩 2，162，000 4，561，0∞I 2，031，∞o 8，754，0∞ 
高 安日 1，042，000 826，0∞ 515，∞o 2，385，∞o 
佐 賀 243，∞o 日6，∞o 47l， 0∞ 1，300，000 
主主 崎 3，180，∞o 6，780，000 5，040，∞o 15，∞0，(∞ 
費量 本 761，000 1，512，∞o 782，∞o 3，055，000 
大 分 773，0∞ 1，078，000 759，0∞ 2，610，α00 
宮 l崎 34，0∞ 136，0∞ 170，000 
鹿児島 79，000 171. 0∞ 270，000 

計 i 15， 261， 000 32，515，0∞ 36，3l3，∞o 84，佃9，∞o

注 (1) この表に掲げる施術数量目標は、当該府県内において施術されるアゴ
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ヤ貝により真円真珠に関するもののみとする。

(2) 核の大きさの区分は、巻上り珠の大きさの区分をもって示し、その区

分は、次の基準による。

|巻上り珠の大きさの区分! 真 珠 の 直 径

;一六 五 ミリメ戸トノレ以上

| 中 珠 6.0ミリメ{トノレ以上

; 小 理 改 l 60ミリ メ ー ト 時 溺

7. 6ミリメ戸ト Jレ未満

イケナヨク貝による淡水真珠の施術数量目標

標自量:数術施名14
、
E
T
 

昨
L
/

月守

880.000個

この表に掲げる施術数量目標は、当該府県内において施術されるイケ

チヨワ貝による無核真珠に関するもののみとする。

賀滋

a
a
 

、臼

¥2) 別紙

昭昭34年度の真珠貝施術数量目標に見合う筏台数

3.939 

1.073 

585 

6.750 

1. 375 

1.175 

77 

府県名

媛

知

賀

崎

本

分

崎

愛

官

向

佐

長

熊

大

宮

2.部9

9 

7田

270 

999 

203 37.843 

(1) 筏台数は、施術数量目標10，000個に封し 4.5台としたもので、作業筏

(基地筏)を含むものとする。

筏 l台 木筏 5.45米x6.36米の大きさのものに金網龍80-100個

を吊したもの。

竹l本の長さ16.36米のものを2本連結したもの4本を

横に連結し、これに金網龍を80-100個吊したもの。

計A 
cl 

1王

円

hu
n〈
U

竹筏





は行かず、県庁としても、この基準面積の算出を三重大学、県水産試験場、国

立真珠研究所に委嘱し、水試と菌研の漁場調査(濁度による)及び試験養殖に

よる方法に封し、三重大学は貝の餌料の組成t量的な沼からの研究と、貝の生

活に必要とする栄養物質の量を測定する生理学的な研究から結果を得ょうとし

ているのである。

前者の餌料に関する研究は主としてフィーノレドで行うので、佐藤忠男講師を

中心に研究され、アコヤガイの食べるプラシクトンの種類と量的な面は佐藤講

師と佐藤研究所が担当され、海洋等及び水の動きの方からは坂本市太郎講師が、

又麟水増殖学教室の加藤健司助教授は、海水及び泥に含まれる硫化水素量の測

定を行いアコヤガイに封する影響を定量的に調べ、轄死現誌の釣策を立て、又

其の他の水質汚濁とアコヤガイの関係を研究される事になっている。更に海水

の化学の方からは堀口吉重助教授が、真珠質分泌機能の影響の商からは辻井禎

講師が調べ、 j手j詩生物学教室の上野福三講師は植物プランクトンの光合成の解

明に当るとの事であった。

一方、生玉虫学の面からは川本信之教授が研究されており、筏の適正密度の算

出に誼接役立つものとして、アコヤガイの法礎代謝量の測定を昨年から実施さ

れているが、本年は窒素、炭酸ガス、酸素量をいろんな装置により測定される

事になっている。

この三つを測定する事により、これから蛋白質、脂肪、含水炭素量がわか

り、これらは 3元素といわれて重要であり、一方、化学の面から海に含有する

これらの量を測定すれば、どれ位の貝が生活し得るかが直ちにわかり、従って

判っきりと筏数が出てくるわけである。しかし、この様な下等動物のアジモニ

ヤや炭酸ガス量を測定する事は容易でなく、データーがまちまちであるので本

年はいろんな方法を綜合して決定したいと川本教授は言っておられる。

堀口助教授は暗記の外に貝殻の中に含まれている微量の成分を調べておられ

るが、これは莫珠に中性子をあてるとドプ核丈が真黒になったが、真珠質はな

らず、こういった現象は恐らく貝殻中の微量成分が違っているのではないかと

いう事から調べ始めた由である。

現在j与には、哀珠の中にはマンガン'が少いが、淡水貝殻には2-300倍もあり、

貝殻では殻皮層やクロチヨクガイの黒縁部(1::.多く、その部分には酸にとける赤

い色素がとれるから、この色素と何か関係がありそうである。

しかし、マンガンが金属ポノレブイリンとなって色素と結びりいている事は予想

に反してなかったので、それではどんな形であるかを究明中である。

又、真珠光沢のある貝とない貝の差はコシキオリン量であり、このゴシキオリ
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ンが光沢を出すのに重要な関係があるといわれているが、最近、アコヤガイの

貝殻を酸によりカノレνユクム分を取り去ると、有機質ばかりになり、これには

確かに光沢が残っているので証明されたわけである。

辻井講師は貝殻形成機構を組織化学的に究明されており、本年はアコヤガイ

幼虫の貝殻は燐酸カノレνュワムよりなっているので、これを作る外套膜が、カ

ノレνュヲム分泌の殺の外套j漢とどんな違いがあるかを調べる事と、放射能を使

って異常真珠の形成の研究及びいろいろなプラシクトンから燐酸やカノレVユワ

ムが吸収されているが、どのプラシクトンから量的に多くとれるかを調べる事

になっている。

ス、動物学教室の河原辰夫助教授はアコヤガイの付着生物の種類や付完号機構

を究明され、独特の理論を打ち立てられて、その防汚針策に寄与されている。

磯物学の渡部哲光講師は古くから真珠や貝殻の結晶学的研究をされ、この方

面の第一人者であり、真珠の品質や加工の窃の研究をされている。

この他水産学部で、はないが、学芸学部の動物学教室の山本忠氏は各種の薬品

を使用して人工排卵の研究を行い、 2、3の有効な結果が得られた白である。

以上、各教室の諸研究を綜合した上、適正密度を決定し三重県の真珠養殖を

保持発展させるべく努力が払われているので、必ずや近い将来に大いに実効が

あげられるものと信じている。

付記訪問時、岡田学部長始め御不在の方々が多かったので、本文は

正確さを欠くものであるが、担当の浅学に免じて容説願いた

い。(白井)

鍾鍔自彊震調誼惨
最近発行された真珠に関する報告を紹介します。

1. 日本真珠研究所報告集、第三輯

日本真珠研究所は京都大学内にあって、真珠に関する基礎的な研究を行

い、その業績をとりまとめて発行する機関で、松弁佳一所長が中心にな

り、京大、三重大、広島大、関西学院大、 7R講、各研究所が参加しており、

研究会の関係者ではJI!本教授、高山所長、大月社長が役員である。
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報告集は三輯迄発行され、主として外国との交換に当てられるため入手

困難である。参考迄に掲載論文の題目を挙げてみると

小島吉雄、前木孝道:アコヤガイに於ける生殖巣の発達について

Kawai D Kiyozo : Carbonic Anhydrase in Pear1 Oyster n Change-
s of the Enzyme Activity in Relation to Growth and Seasons. 

田中正三、波多野博行:翼珠に関する生化学的研究(第4報)

アコヤ貝によるカノレνクムの吸収とその貝殻および真珠への沈

清について

内問洋一、富来哲彦、平井正光:分光光度計による真珠の色の測定 (n)

高木豊、凶中正三巽珠の生化学的研究(第5報)アコヤガイの色素(1)

小林博:工J;fb排水中に含まれる炭酸カノレνユワムの浮波粒子がアコヤガイ

に及ぼす影響

河合清三:A手産二枚貝鯨のチトクローム系について

河合清三:アゴヤガイの物質代謝に関する研究(盟)

組織呼吸について

足利千枝:アコヤガイの生化学的研究(第6報)

ステローノレの分離、並に化学構造について

足利千校:アコヤガイの生化学的研究(第7報)

貝内グリコーゲン、並にステローノレの生化学的考察

Kobayashi， Hiroshi : Studies on the Resistance of the Pearl Oyster， 

Pinciad，αmartesii (Dunker)， against Change of Environment 

IV. On the Tolerance of the Oyster Considered from the Rel-

ation Between the Ciliary Movement and the Heart Beat. 

Matsui， Yoshiichi : Aspects of the Environment of Pearl-Culture Gr-

ounds and the Problems of Hybridization in the Genus Pinc・

tada. 

高木豊:真珠に関する生化学的研究(第6報)

アコヤガイの色素ロ)

問中正三、波多野博行:45 Caを使用する真珠および貝殻形成の化学機構

の研究

河合i!?三:海産二枚貝組織の末端酸化系について

松井佳一:真珠の生図説に関する研究

松芥佳一、山口正男:マベ真珠養殖沿革と採取後の緊死率についての一考

察
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松井住ー:養殖真珠の初期技術史について

2. 国立真珠研究所報告 4 

和田浩爾:真珠形成初期の顕微鏡的観察 E 

和田浩爾:アコヤガイ介殻の構造及び成長

I 結晶構造

和田浩爾 :X線回折及び示差熱分折による各種養殖真珠の成分に関する研

究

町井昭:真珠袋の組織学的研究

官 核及びピースの大きさによる真珠袋形成速度の差異

植本東彦:アゴヤガイの生殖腺に関する研究

1I 周年変化及び卵抜き作業中の変化についての組織学的観察

片田清次:低比重海水のアゴヤガイに及ぼす影響 I 

太田繁:アコヤガイの食性に関する研究

工 杵晶体の長さの季節的消長

蓮尾真澄:大村産アコヤガイと三重県産との殻形の比較に関する研究

E 三重県産稚貝と英虞湾に移殖した大村産稚貝の成長に伴う殻形

の変化の比較

山口一登:母貝、ピース貝の年齢差による真珠の色及び巻きの差異につい

て

高山活犬、和田浩爾:真珠品質に及ぼす薬品処理の影響 I 

沢田保夫真珠貝の生化学的研究、真珠貝の色素

沢田保夫:真珠貝の盛光に関する研究

沢田保夫、丹下字、関政夫:真珠養殖漁場の養殖海洋学的研究 I 

ドーι11
0 33年度総会及び研究発表会

昭和33年度の通常総会は種々多忙の為4月に開催する事が出来ず、 5月6日午

前10時より新緑の山々を間近に望む、真珠会館3階に於いて開催された。
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折から本年度は業界の一課題である操業規縮の 4月を終え、丁度施術が始ま

ったばかりであるので、伊勢迄の参加が少いであろうと思われたが、会場の

定席は一杯になり、各研究機関は勿論、速く九州からの参加者もみられる有

様で、予定の議事も中村忠臣議長の進行にて滞りなく終り、午後からは三研

究機関の講演発表があり午後4時閉会した。

引き続いて決定さわした新年度役員による打合会を野島に於いて行った。

総 4=EbE • 

d圃国Of，，"1IT圃."・E・， .園周・・"・'

f会 f手 佐 藤 忠 揚 氏

議長選出 (議 長 中村忠臣氏)

3義 題

昭和38年度経過報告 山本文栄氏

(1) 例会

4月21日 哀晩、会館

5月 7日 五ケ所公民館

6月15日 引本小学校

6月23日 真珠会館

7月25日 和具水産高校

10月20日 真珠会館

1月31日 。
3月20日 H 

(3月18日九州都会研究会へ講師派遣)

(2) 分科会例会

4月14臼 基礎研(国研)

4月22日 海洋研(真珠会館)

5月 6日 経営研( 。
5月29日 基礎研(国研)

6月 2日 経営研(真珠会館)

ベ3) 編集

会報第3巻は11冊発行

今年の傾向としては業界問題をとり入れた。アコヤガイ以外のマペ、

νロチヨクガイ等もとり入れ、三重以外の版況、資材、母貝関係も掲

載した。

ー
i必“‘



掲載本文51編

会報綴込表紙を作製

立神の大紫死の調査報告を発行し、研究会員並びに全国漁協の全組合員

に配布、警告を発した。

真珠用語辞典を発行、研究会員並びに全国漁協役員に配布。

発行資料は全国主要関係大学、水産庁、国立水産研究所、水産試験場、

真珠関係学者、新聞ネ上等に交換資料として配布し、夫々有益な資料とし

て期待されている。

(4) 海洋調査分科会

夏期水温の予報旗を6ケ所増設計7ケ所に於いて効果をあげた。

緊死注意予報を3回発行した。

三重大学にお願いしていた結果報告は試験養殖実施にともない、三重水

試に移し委嘱した。

9月に立神搾死の報告を発行。

電気水温計を 1台購入、国研に常設した。

引続き調査器具の斡旋をした。

(5) 運営

幹事会 4月21日

12月 6日

2月25日

2. 昭和33年度会計報告 佐藤忠揚氏

中村会計幹事が全国真珠漁協退職にともなって研究会も辞職されたので、

会計報告は代表幹事が代理で報告した。

3. 昭和34年度事業計画

(1) 各分科会

(a) 経営研究分科会

横瀬、寛一氏

昨年度例会としては 2回行っただけであるが、研究会の際に税務、業界

問題等を適時とりあげて発表し、又会報にも掲載して効果は認められて

いるので本年度も引続き存続し、適当なるテーマを持って、予算も計上

して研究し、発表する事にする。又研究会の際にも関係問題をとりあげ

て講演する。(担当 久米村委員)

(b) 基礎研究分科会

従来造も主として三研究機関を中心に行ってきたので、本年度は国立真

珠研究所に委嘱して適時発表交換会を持つ。(連絡 丸山委員)
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(c) 海洋調査分科会

昨年に引続き、各ステ-i/ヨシの観測を行い、三重県水試に委嘱してデ

ーターをまとめ会報に発表する。又時期的な注意予報、資料を出し、夏

期は日大流し、予報旗による水混在意予報を出す。(担当 白井委員)

(2) 試験養殖

昨年度は水試、国研による試験養殖に協力して成果をあげ、一鍛展示して大

いに参考になったが本年度も全面的に協力する事にする。

(3) 会報発行

研究会の最も大きなウエイトを占める会報は第4巻を迎えたが引続いて内容

を充実し、新企画を研究しつつ、毎月 l号づっ発行する。尚、編集関係では

適時パンフレツト等の資料を作製して業界の指導啓蒙に当る

(担当 白井編集委員)

(4) 例会

昨年度は 4月より 3月迄に 8回開催し、内 3回出張研究会を行ったが過去 2

ヶ年の経験から、伊勢の真珠会館で行う事は、作業時期の関係から夏期は集

まり難いので、全面的に各地区に出張する事にし10月より 3月迄伊勢で開く

事 にする。(担当 阿部委員)

各地区開催予定

5月………五ケ所南海

6月………紀州(51本)

7月………和具

8月……-・長崎(但し伊勢でも行う)

9月一……賢島

(5) リクリエーνヨン

真珠祭に行った運動会、野球大会を毎年小規模乍ら行う事にしていたが、昨

年度は時期的な関係と地区が広範囲に亘っている為に開催不能であったので

本年度は3月(昭和35年)に参加者をつのって適当な方面に旅行に行く事に

する。

又野球大会は漁協と相談して適当な時期に開催する。

{θ 品評会

昨年提案のあった良質真珠の品評会は計画時期が遅く実施不能であったので

本年は l月に簡単な品評会を行う事にする。

封照、は花珠、大珠等簡単なものとする。

4. 昭和34年度予算 阿 部 功氏
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5. 機構の改革 佐藤忠揚氏

従来の経験から研究会の業務は全国真珠のパックアップにより行い、職員が

主として会務を担当しているので、規約を改正し従来迄の運営委員(企画部)

常任幹事(執行部)を l本とし、運営委員会を設立し、会計委員 1名と最も

業務の繁忙な編集部を独立させ編集委員 l名をおき、全委員による幹部会を

持ち、通常業務は前常任幹事が当る事にする。

従って研究会規約を別紙の通り改正する。

会
計
監
査
(
一
名
)

i
会
計
委
員
(
一
名
)
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国
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真
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一
番
一
百
円
立
大
学
水
産
学
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丁
全
国
真
珠
漁
協

一

!

一

会

員

一

6. 昭和34年度役員の選出 中 村 議 長

前記規約改廃にともない、まず地区幹事を選出する事になり、去る 2月25日

に行った第3回幹事会に於いて、交渉内定した地区幹事が発表され、全員一

円
h
J
U

A
付・



致の承認が得られた。

次いで地区幹事より新代表幹事選出する事になり、中村議長の採決の結果新

地区幹事に一任されたので休憩に入り協議の末、的失地区の佐藤忠掲iIII代表

幹事に再び lケ年お額いする事になり了承を得た。

各委員の選出は代表幹事の委嘱によるので交渉の結果下記の通り;(2'[役員が決

定された。

3 4年度役員

代表幹事 忠揚(佐藤冥珠)

運営委員委員長安田勝己(全国漁協)

高精正一郎( /，' 

中村文彦(村田哀珠)

永井信也(御木本 真珠)

横瀬寛一(富士~J~n

堀口 博(:tJffi口莫珠)

山本文栄

山本清哉(山清珠)

山本一彦(共栄水産)

白井祥平(全国i魚、協)

久米村 優( ペケ

阿部 功( グ

丸山明郎( o 

会計委員 阿部 功( // 

編集委員 iヨ 平( 4ア

会計庶務 毛主 たい( o 

地区幹事

浜島:青木 駿(宮土真珠)

谷水長太郎(洪島組合)

越賀:井上太市(;I-{'J:物産)

御座竹内清喜夫

京i 具:大山 光

浜口 i合平(真珠組合)
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間崎:山本清哉 (UJ7育真珠)

布施回:fE辺時生(中又哀珠)

田畑 良

片回:松本慶重(覚田真珠)

茶木和夫(片田中学)

浜口英文(浜文真珠)

船越:喜田 進(真珠組合)

山崎喜久三(ぢがみや真珠)

波 切 .，橋本章雄

神明 : 松 尾 潔 暁 ( 松 尾真珠)

島村俊一(島村真珠)

立神:加藤修幸(加藤嘉珠 )

原 条 晃(原条真珠)

鵜方:加藤 寛(力日藤真珠)

西崎浅雄

的矢:佐藤忠揚(佐藤真 珠 )

笹原淳一(富士真珠)

鳥羽:大須賀正二(共栄水産)

五ケ所:幸田 隆

山本富生

山本敬次

西弁万定

南海:中村忠臣(中甚 真珠)

北村一衛(北一翼珠)

村田忠

阿曽:荻須朝文(みつわ莫珠)

紀州:速水 修 f速水真珠)

東良

奥村幸夫(みつ わ翼珠)

佐藤代表幹事の就任挨拶の後、白井編輯委員から特に本年度の会報編集方針

と希望を発表した。

7. 其の他

去る 3月に全国冥珠で決定された本年度3割操短問題は其の後、中央機関や

各地区に於いても一丸運動として協力されているが、 5月1日の理事会に於い
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て各地区の意見が最終的に持ちょられ、最終決定がみられたので、その操業

期聞について参考迄に発表された。

英虞湾 五ケ 所

5月 l日-10月15日 5月 1日-8月15日

但し8月1ヶ月は休止 9月 1日-9月30日

岱1 矢 紀州、阿曽

5月16日-9月308 5月16日-8月15臼

9月 1日-10月15日

和歌山 九 十N
6月 1日-7月31日 5月10日-6月10臼

8月16日-10月31日 7月11日-10月25臼

会費は従来迄、 l年を上、下期に分けて各 L∞0円づっ徴集していたが、今

後事務繁雑のために l本にして年額2，000丹とし、 l回に納入頂く事に決定

した。

……..…カ…・・・・・…女…...・H ・..女…・..…・・・大・・・…

昼 食 休 古官
"二以

研究発表会

議題

1. アコヤガイの飼育について

三重県立大学水産学部助教授

佐藤養婿研究所長

グ

氏

氏

氏

重

勇

郎

士

口

市

ω
ムハ

口
一
線
達

堀

佐

安

2. アコヤガイの新陳代謝量について

三重県立大学水産学部教授

3. 33iJ三度真珠試験養殖の結果について

第 2田 巻きについて

三重県水産試験場技師 木村三部氏

川本信之氏

4. 付若物量と貝掃除の時期について

国立真珠研究所研究課長 太田 繁氏
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1. 2.3.の報告は現在問題になっている筏の適正稼度を決定する根按になるも

ので、夫々違った方向から研究され非常な参考になった。太ED技rg'の発表は

会報第10号に掲載済のものであるが、尚詳細なる説明を聞く事により、理解

され有意義であった。

尚、当日半年間をついやして完成した「真珠用語辞典Jと会報の最終号を配

布した。辞典は手にした全ての諸氏から装訂とい L、大きさもハンデイで内

存も充実し、こういった哀珠の辞典が出きるなんて考えられなかった。一通

り読む丈でも相当役に立つ等々……・の御賛辞を頂き、早速各社より追加申

込があり担当者一同喜びにたえない有様であった。

午後4時閉会の後58寺より幹事会を開き、研究会に釣する希望、意見が提出さ

れた。特に水試木村技師から本年度も試験養殖を行うべく母貝、核は既に準

備完了したが、挿核施術者がいないので、研究会で斡旋してほしい………と

発表があり、何とかして今年も実施して、比較検討すれば更に業者にも参考ー

になるので何とかして探す事を決定した。

又、御臨席の三重大JII木博士からアメリカ、カナダの真珠事情をいろいろ伺

い、特に生産に見合った販売の PRが不足しており、まだまだ外国では夢の

宝石だ………と感銘深いお説明があった。

いろいろの話の焦点は今日問題になっている珠のストックーナイズのアシパ

ラシス 良質哀珠の集荷-3割規制にしぼられ、研究会といえども単に技術

の研究ばかりでなく、相場、傾向、海外の要望、実績等たえず業界ニユース

を発表してもらい、除々に業者の考えをそこ迄もって行く様にしてほしい…

-…と要望があり、幹部役員も痛感しているので今後、例会、編集商に充分

とり入れる事にし午後7[]寺散会した。

t出席者)

三重県立大主主水産学部:川本、辻井

国立真珠研究所:太田、丹下、沢田

三重県水産試験場:木村

全国主主珠漁協:安田、伊原、高橋

産 高 校管内、田中

御木本真珠:1険屠

み ザコ わ真珠:落合、下村(畑之浦)、南(阿曾)

山 勝 真 珠:坂上、 J即時

主主 栄 水 産:大須賀
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~t 村 主翼 珠:舌古(神戸)、 竹内

大 月 真 珠:青野

井 上 物 産:中北

帝 国 真 珠:橋本、原因

極 主主 真 珠:須古

実論 和 真 珠:木村

鏡 真 珠:中山

佐 藤養殖場:佐藤、阿111、安遼

中 叉 真 珠:田辺

中 甚 真 珠 中村

尾田真珠研究所:尾田

宮 士 真 珠:青木、笹原、石黒

片 田 中 学校:茶木

中 津浜漁 協.黒谷、吉岡

i兵 島 玉 組合:柴原

鳥 羽 市 役所:市丸

i兵久養殖場:村間

j兵 島 士也 区:山本(楠)、 井上(友)、 井上(武)

問 崎 i也 区:岩城(利)、 山本

片 回 I也 区:平賀(古)

和 y日て 士i!l 区:望月

的 矢 t也 区:堀口(繁〉、 西村

d鳥 羽 j也 区:中村(清〉

南 海 世也 区:河口、上野、石谷、北村(ー)

五 ケ 所地 区:[高野谷(修)、 浜口(克〉、 幸四(隆)、 東{三)

弟息 方 士i!l 区:三橋(重)

神 R珂 t也 区:中北(宣)

紀 州、l 士自 区:森田、奥村(率)

布施 回 地区:浦口

昭和34年度基礎研究分科会事業計画

1. 1JH 
昭和33年度における各研究機関の研究概況の報告ならびに討議から発展し

て、本年度はあらかじめ特定の問題を定め、 νムポジクム形式としてさらに

討議を深める方針である。

円

u
nhu 



2. 計画

(1)時期

原則として隔月に 1固とし、具体的な期日についてはその都度決定する。

(2) 会場

原則として国立真珠研究所講堂とする。

(3) テーマおよび話題提供者

現在予定し得るものは下記のとおりであるが、その他出席者の意見を徴し

てさらにとりあげたい。

ア { てず 話題提供者 同内容(仮題)

(1) 異常真珠に関する 辻井(三重大) 異常真珠と真珠袋の組織について

諸問題 町井(真研) l司 上

和田(真研) 異常真珠の構造

青木(富士真珠) 異常真珠と挿核技術

(2) 卵抜き、母貝仕立 植木(真研) アコヤガイ生殖腺の組織

てに関する諸問題 田中(水高) 放卵放精の生理

高山(真研) 卵抜き、母貝仕立て技術の諸問題

(3) 漁場に関する諸問 川本(三重大) アユヤガイの代謝と餌料

題 佐藤(的矢) アコヤガイの食性と環境

木村(水試) 真珠養殖漁場の類型分け

上野(三重大) 真珠養殖漁場の海洋学的構造

(4) 真珠の品質と加工 横塔(御木本) 現行加工技術の問題点

に関する諸問題 和問(真研) 真珠の構造

沢凶(真研) 真珠の色および脱色、染色について

雑報

i-4草草塁立主
33年度もすみ、新年度に入り我々役員一同新企画に努力しておりますが、相

変らず会費の未納について頭を悩ましております。

年額のために大変収めるのに面倒な事になるとは思いますが、いつ迄もその
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まLで続ける事は会の運営上、しまりがつきませんので未納者には新年度から

の会報の発送を中止致します。と同時に各地区に出向いて徴集する事にしてお

りますので、この際止められる方はその旨を連絡の上早急に決済して下さい。

又引き続いて会員になられる場合は事務処理が円滑に行く様直ちに御納入下

さい。

“'‘ ... 、---咽，、，

編集後記
:j '-.i 

O夏も近ずくと、真珠会館は暇になるが、研究会は反封に忙しくなる。出張研

究会も五ケ所を皮切りに始まり、 9月迄毎月あるのでその交渉に殆んど時聞

を費やす事になる。

それに従って編集も繁忙になり、今号より研究所めぐりを始めたので更に忙

しい上に、幹部会の意見で各方面から原稿集めをする事になったので、その

交渉や整理に原稿用紙と取り組まぬ日はない有様……。

その上に新企画として翼珠の関係のない雑談でものせるためにパロック繍を

設けたので、最初の間は内輪で持ち廻る事になり、お先棒をかつぐ破自にな

ったり、表紙の写真探し、功労者の資料集めと全く重荷である。

0世は正にアイデアの時代……というわけで伊勢の田舎にいても遅れては……

と会報に新企画をのせる事で頭を悩まして最初日から合併号になり申し訳な

い。

0出張研究会に各地に出向く事は知らぬ人からみれば至極のんびりとして慰安

旅行にでも行く様に思われるであろうが、行きっぱなし、やりっぱなしが出

きない上に良時間同じ事を聞かされて、やり切れないのが実情である。

引きうけた役務上するのであるから、同情こそあってしかるべきと思う。

。新会計委員の阿部君。最も頭の痛い会費徴収を一手に引きうけ、自信たっぷ

りの名案をたてた。

日く、地区に出向いてでも取り立てると。丁度出張研究会に便乗して、前々

から通知を出した所、当日の成果は1万2千円也。

敵もさるもの、会費も出さぬ会員は研究会にも出てこない輩であるのにギヤ

ブシ.今

しかし、五ケ所地区は地区役員の人徳で成績がよく既に 9割が納入済みであ

るから、まず成功というわけである。 (S)
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/町\〆一、、，.--、、，.--、、/ー、、戸町、、~ ミ

(原稿募集.グ)
、、ー，〆、、ー.....、、._/、、回，〆、、ー，〆、、-〆、、ー../

1. 原稿は原則として原稿用紙に縦書:とする。

2. 図表はそのま L原稿に使えるように白紙に黒インクでかく

事。

図表挿入位置は本文中に赤印をつける事。

3. 校正及び割愛は原良IJとして編集者に一任の事。

尚、受理後の追加、変更は原則として認めない。

4 投稿者には希望により別刷50部を進呈するO

50部以上は著者が実費を負担する。

5. 原稿〆切は定めない。

6 内容、数量の制限はない。

7. 執筆者には規定の稿料を支払う。

昭和34年 5月 31日発行

第 4巻 第 十 2号会報 (非売品)

(通巻第21号)

編集者白 井祥 平

三重県伊勢市岩淵町84番地ノ2

真珠会館内

発行所 真珠研究会伊勢部会
電話〔伊勢局代表)4147番

三重県伊勢市岩淵田町140

印刷所神都印刷l株式会社
電話(伊勢同)2230番
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